


　平素より格別のお引き立てをいただき、厚く御礼申し上げます。

　じもとグループは、「宮城と山形をつなぎ、本業支援を通じて、地元中小企業や地域に貢献する」を

経営理念に掲げ、ＳＢＩグループ連携を積極的に活用しながら、「本業支援の深化」「業務変革（ＤＸ）」「経営

管理」を主要テーマとする新たな中期経営計画（期間：2021年度～2023年度）に取り組んでおります。

　「本業支援の深化」では、コロナ禍の影響が長期化する中、中小企業の皆さまに対して、取引先の業績

回復や資金繰り、ビジネスマッチングなどの本業支援を実践してまいりました。

　「業務変革（ＤＸ）」では、店舗戦略・業務効率化・人員戦略を一体で進め、営業体制を強化するとともに、

中長期的な視点から、計画的にDXを推進してまいりました。

　「経営管理」では、信用リスクや有価証券運用に係る管理体制を強化し、東京証券取引所新市場選択（ス

タンダード市場）やガバナンス態勢の高度化に対応してまいりました。

　また、資本業務提携先のＳＢＩグループとの連携もさらに深め、人材交流を通じて、同社の持つ先進的

なテクノロジーやノウハウを幅広く導入・活用しております。

　じもとグループは、コロナ禍の長期化、物価上昇、ウクライナ情勢などにより、地域経済環境が大きく

変化する中、中期経営計画への取組みを通じて、地元中小企業と地域の発展にさらに貢献してまいる所存

でございます。

　皆さま方におかれましては、今後ともさらなるご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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鈴木 　隆

本店所在地

電 話 番 号

設立年月日

資 本 金

預金・譲渡性預金

貸 出 金

従 業 員 数

店 舗 数

ホームページ

山形市旅篭町三丁目2番3号

023-631-0001（代表）

2007年5月7日

242億円

12,878億円

9,988億円

811人

117カ店（県内98カ店、県外18カ店、その他1カ店）（注）

https://www.kirayaka.co.jp/

（注）ブランチ・イン・ブランチ（店舗内店舗）形式での店舗統合による
実質店舗数は53カ店（県内38カ店、県外14カ店、その他1カ店）。

本社所在地

電 話 番 号

設立年月日

資　本　金

上場取引所

ホームページ

仙台市青葉区一番町二丁目1番1号

022-722-0011（代表）

2012年10月1日

187億50百万円

東京証券取引所

https://www.jimoto-hd.co.jp/

本店所在地

電 話 番 号

設立年月日

資 本 金

預金・譲渡性預金

貸 出 金

従 業 員 数

店 舗 数

ホームページ

仙台市青葉区一番町二丁目1番1号

022-225-8241（代表）

1951年5月25日

227億35百万円

12,020億円

8,765億円

716名

72ヵ店（注）

https://www.sendaibank.co.jp/

（注）ブランチ・イン・ブランチ（店舗内店舗）形式での店舗統合による
実質店舗数は49カ店《うち出張所1カ店》。

（2022年3月31日現在）
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コア業務純益
増益

黒字

当期純利益

前年に有価証券損失処理を実施

与信関係費用の減少

親会社株主に帰属する

コア業務純益
増益

黒字

当期純利益

前年に有価証券損失処理を実施

与信関係費用の減少

コア業務純益
増益

黒字

当期純利益

税務関係費用増加

コア業務純益

コアＯＨＲ

前年同期比
2022年
3月期

2021年
3月期増減率

（単位：百万円、％）

業績ハイライト

じもとホールディングス（連結）
収益実績及び経営指標

親会社株主に帰属する
当期純利益

※１

※2

※3顧客向け
サービス
業務利益
（２行合算）

※１、※２　投資信託解約益等（投資信託解約益＋債権売却益）を除く
※３　顧客向けサービス業務利益＝貸出金残高×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費

親会社株主に
帰属する
当期純利益

じもとホールディングス

コア業務純益

当期純利益

コアＯＨＲ

前年同期比
2022年
3月期

2021年
3月期増減率

（単位：百万円、％）

きらやか銀行
収益実績及び経営指標

※１

※2

※3顧客向け
サービス
業務利益

※１、※２　投資信託解約益等（投資信託解約益＋債権売却益）を除く
※３　顧客向けサービス業務利益＝貸出金残高×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費

コア業務純益

当期純利益

コアＯＨＲ

前年同期比
2022年
3月期

2021年
3月期増減率

※１

※2

※3顧客向け
サービス
業務利益

※１、※２　投資信託解約益等（投資信託解約益＋債権売却益）を除く
※３　顧客向けサービス業務利益＝貸出金残高×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費

きらやか銀行

（単位：百万円、％）

仙台銀行
収益実績及び経営指標

仙台銀行

6,642百万円

2,585百万円

3,650百万円

1,078百万円

3,382百万円

1,506百万円

6,642

2,585

77.4

2,330

1,986

5,761

△6.1

1,349

4,656

△3,176

83.5

981

42.6

ー

ー

137.5

3,650

1,078

76.8

1,298

1,646

5,933

△9.5

736

2,004

△4,855

86.3

562

82.1

ー

ー

131.0

3,382

1,506

75.1

1,031

298

△210

△1.9

49

3,083

1,717

77.0

981

9.6

△12.2

ー

5.0

△3,176

1,733

2,585

2021年3月期

（単位：百万円）

2,000

1,000

0

△1,000

△2,000

△3,000

3,000

手数料収入などの増加 経費削減
手数料収入などの増加 経費削減 貸出金利息増加 経費削減

●コア業務純益  
　前年同期比19億円の増加
手数料収入などが増加したほか、経費を削減しコア
業務純益は増加しました。

●親会社株主に帰属する当期純利益
　前年同期比57億円の増加　
前年に有価証券の損失処理を実施したこと、与信
関係費用の減少などにより、当期純利益はV字回復
しました。

●コアOHR  
　前年同期比6.1ポイントの改善
収入の増加、経費削減によりコアOHRは改善しま
した。

2022年3月期2020年3月期
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仙台銀行

きらやか銀行

本業支援の深化
新型コロナウイルス感染症にかかる事業者支援

営業キャッシュフロー改善

●営業店が取引先より聴取した情報を本部と共
有し、個々の取引先に対する最適な本業支
援メニューを協議します。

●営業店・本部が一体となり、複雑な案件組成
も行い、取引の深化を図ります。

●資金繰り支援として、新規融資や条件変更、
政府系金融機関の劣後ローン導入支援など
実施しております。

●また、新分野へ展開する取引先を支援する
ため、事業再構築補助金の申請支援なども
行っております。

●取引先の抜本的な事業再生を積極的に支援
するため、金融機能強化法（コロナ特例）
の活用を検討開始しました。

●営業キャッシュフロー改善に向け、お客さま
と同じ目線で課題を共有し、伴走しながら
解決していく「課題設定型伴走支援」に取
り組んでおります。

●経営課題の発見のため、営業店では本業支
援検討会を実施し、本部も交え必要な本業
支援を協議しています。

本業支援ミーティング

宮城と山形をつなぎ   本業支援を通じて
地元中小企業や地域に貢献経営理念

「コロナ禍へ対応」   「グループの強みに特化」
「じもとHD、次の５年・10年へ」

SBIグループ連携の
積極活用

●FinTech・外部知見・人材派遣
●レベルアップ・スピードアップ

目指す姿
 （共通価値の創造）

中期経営計画方針

資本政策

ＳＤＧｓ・ＥＳＧ

新しい働き方
人材育成

取引先の
業況改善・地域発展

当グループ
収益改善

新規融資

条件変更

政府系金融機関の
劣後ローン導入支援

事業再構築補助金の申請支援

9,159件

2,380件

108件

147件

2,011億円

646億円

175億円

－

件数 金額

経営管理

業務プロセス見直し

コスト削減

店舗戦略見直し
人員戦略

業務変革（DX）

資金繰り支援

仙台地区戦略

経営改善
事業再生

本業支援の深化

※件数・金額は2022年3月までの累計となっております。

アクティブリスニング
（対話）

ローカルベンチマーク
経営デザインシート作成

中期経営計画
じもとホールディングス

計画期間 2021年4月～2024年3月
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経営管理
サステナビリティ三位一体の変革（業務効率化、店舗戦略、人員戦略）

東証市場改革への対応

●行内インフラ設備体制を強化し、
WEB会議やタブレットによる
業務効率化を図っております。

●本部・営業店の業務再構築を実
施し、年間24,532時間相当の
業務を削減しております。

●2021年度は両行13店舗の再編
を実施しました。

●きらやか銀行と仙台銀行の預金
口座から、ローソン銀行のアプ
リを経由し、電子マネーへの
チャージが可能となりました。

●「モバイルSuica」、「auPAY」、
「WebMoneyプリペイドカー
ド」への残高チャージに対応し
ております。

●初回登録時にローソン銀行
ATMを使用した本人確認を行
うため、安心・便利なサービス
となっております。

モバイルSuicaへのチャージ開始
●地元中小企業や地域に貢献する
ビジネスモデル、ガバナンス
態勢、市場再編の目的等を考慮
し、スタンダード市場を選択し
ました。

●経営資源を本業支援を通じた
地域経済活性化に活用し、上場
企業として企業価値向上に取り
組みます。

●サステナビリティ基本方針を
策定し、「共通価値の創造」の
実現に向け取り組んでおります。

●女性管理職目標を設定しており、
2026年3月までに15%以上を
目指します。

●地球環境問題などの課題に対し、
積極的に対応してまいります。

宮城と山形を基盤とする地域金融機関
上場企業（スタンダード市場）として企業価値をさらに向上

「共通価値の創造」の実現へ

サステナビリティ基本方針

本業支援を通じた
取引先への取組み

（金融機関としてなすべきこと）

女性の活躍、環境問題
などの取組み

（上場企業としてなすべきこと）

取引先や地域社会の持続可能な発展に貢献
当社グループの収益改善

じもとグループ・ビジネスモデル

宮城と山形をつなぎ  本業支援を通じて　
地元中小企業や地域に貢献

地元の宮城・山形の株主さま 合計 67％
 （2022年3月末現在）

監査等委員会設置会社、社外取締役 13名
（グループ合計 2022年3月末現在）

経営理念

業務変革（DX）

株主数構成

ガバナンス
※チャージにはローソン銀行が提供するアプリ「Suitto」をご利用いただく必要が
　あります。

Suitto（スイット） 電子マネー

モバイルSuica

auPAY

WebMoney
プリペイドカード

きらやか銀行

預金口座

仙台銀行

ホーム

○○銀行
○○○○
普通　1234567

CASH CARD

. . .

電子マネー
654312

電子マネー

...

¥ チャージする

営業体制の強化

業務効率化

人員戦略店舗戦略
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経営管理
サステナビリティ三位一体の変革（業務効率化、店舗戦略、人員戦略）

東証市場改革への対応

●行内インフラ設備体制を強化し、
WEB会議やタブレットによる
業務効率化を図っております。

●本部・営業店の業務再構築を実
施し、年間24,532時間相当の
業務を削減しております。

●2021年度は両行13店舗の再編
を実施しました。

●きらやか銀行と仙台銀行の預金
口座から、ローソン銀行のアプ
リを経由し、電子マネーへの
チャージが可能となりました。

●「モバイルSuica」、「auPAY」、
「WebMoneyプリペイドカー
ド」への残高チャージに対応し
ております。

●初回登録時にローソン銀行
ATMを使用した本人確認を行
うため、安心・便利なサービス
となっております。

モバイルSuicaへのチャージ開始
●地元中小企業や地域に貢献する
ビジネスモデル、ガバナンス
態勢、市場再編の目的等を考慮
し、スタンダード市場を選択し
ました。

●経営資源を本業支援を通じた
地域経済活性化に活用し、上場
企業として企業価値向上に取り
組みます。

●サステナビリティ基本方針を
策定し、「共通価値の創造」の
実現に向け取り組んでおります。

●女性管理職目標を設定しており、
2026年3月までに15%以上を
目指します。

●地球環境問題などの課題に対し、
積極的に対応してまいります。

宮城と山形を基盤とする地域金融機関
上場企業（スタンダード市場）として企業価値をさらに向上

「共通価値の創造」の実現へ

サステナビリティ基本方針

本業支援を通じた
取引先への取組み

（金融機関としてなすべきこと）

女性の活躍、環境問題
などの取組み

（上場企業としてなすべきこと）

取引先や地域社会の持続可能な発展に貢献
当社グループの収益改善

じもとグループ・ビジネスモデル

宮城と山形をつなぎ  本業支援を通じて　
地元中小企業や地域に貢献

地元の宮城・山形の株主さま 合計 67％
 （2022年3月末現在）

監査等委員会設置会社、社外取締役 13名
（グループ合計 2022年3月末現在）

経営理念

業務変革（DX）

株主数構成

ガバナンス
※チャージにはローソン銀行が提供するアプリ「Suitto」をご利用いただく必要が
　あります。

Suitto（スイット） 電子マネー

モバイルSuica

auPAY

WebMoney
プリペイドカード

きらやか銀行

預金口座

仙台銀行

ホーム

○○銀行
○○○○
普通　1234567

CASH CARD

. . .

電子マネー
654312

電子マネー

...

¥ チャージする

営業体制の強化

業務効率化

人員戦略店舗戦略
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●●●●

ID:

最近のトピックス
山形市地域活性化プレミアム付電子商品券事業

●きらやか銀行ではSBIグループと
連携し、山形市が発行したプレミ
アム付電子商品券事業の業務委託
引受をしました。

●SBIグループとの連携によるデジ
タル地域通貨の取り扱いは、東北
で初となります。

●デジタル地域通貨を通して、地域
活性化や地方自治体のDX推進に
貢献してまいります。

●2022年4月より企業型確定拠出年金「きらやか
DCプラン」の取扱いを開始いたしました。

●福利厚生パッケージ利用先のお客さまなどを対象
に、企業型DC導入をサポートすることで、お客
さまサービスの向上に取り組んでまいります。

●利便性向上、セキュリティの強化のため、個人向け
インターネットバンキングのリニューアルを行い
ました。

●Webからお申込みができ、いつでも残高・明細
照会や振込のお取引がご利用いただけます。

●きらやか銀行・山形銀行・荘内銀行では、ふる
さと山形ネットサービスとして、ATMのお引出
し・お振込みの相互利用を行っております。

●2021年12月からはお預入れについても相互利
用を開始し、機能の拡大を行いました。

「令和3年度仙台市障害者雇用
貢献事業者表彰」を受賞

●障害のある方の積極的な雇用にかかる取組みが
認められ、宮城県の金融機関では初の受賞となり
ました。

●本人の希望に応じた柔軟な働き方を実現するため、
今後も全職員が働きやすい環境整備に努めてまい
ります。

●仙台銀行では、SBIホールディン
グスとDataRobot社のサポート
を受け、「AIサクセスプログラム」
を導入しました。

●本プログラムの導入は、東日本の
地域金融機関では初となります。

●AI勉強会やテーマ創出ワーク
ショップの実施などにより、ビッ
グデータの分析や活用に取り組ん
でまいります。

AIサクセスプログラムを導入

SBI グループ連携

仙台銀行

個人向けインターネット
バンキングのリニューアル

仙台銀行

ふるさと山形ネットサービス
機能拡大

きらやか銀行

きらやかDCプランの
取扱い開始

きらやか銀行

窓口または郵送による書面申込み

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
強
化

振込限度額の
反映タイミングの変更

Web申込み

届出電話番号
認証の導入

ワンタイム
パスワードの必須化

メール通知
パスワードの廃止

リニューアル
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株式会社 じもとホールディングス
〒980-0811 仙台市青葉区一番町二丁目1番1号
℡.022-722-0011（代表）
https://www.jimoto-hd.co.jp/

株式会社 きらやか銀行
〒990-8611 山形市旅篭町三丁目2番3号
℡.023-631-0001（代表）
https://www.kirayaka.co.jp/

株式会社 仙台銀行
〒980-8656 仙台市青葉区一番町二丁目1番1号
℡.022-225-8241（代表）
https://www.sendaibank.co.jp/

株式等に関するマイナンバーのお届出のお願い
株式等の税務関係のお手続に関しては、マイナンバーのお届出が必要です。お届出が済んでいない株主様は、上記各種手続お取扱店へ
マイナンバーのお届出をお願いします。
上場株式配当等の支払に関する通知書について
租税特別措置法の改正により、株主様に支払配当金額や源泉徴収税額等を記載した支払通知書を通知することとなっております。つきま
しては、支払通知書の法定要件を満たした配当金計算書を同封しておりますので、2022年分の確定申告の参考資料としてご使用ください。
なお、配当金を株式数比例配分方式によりお受け取りの場合、源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行われますので、2022年分の
確定申告の参考書類としてご使用いただける支払通知書につきましては、お取引の証券会社等へご確認ください。

みずほ信託銀行 株式会社 　 ® 0120-288-324

株主名簿管理人
同事務取扱場所

事業年度
定時株主総会
単元株式数
配当金受領株主確定日
基準日

公告方法

毎年4月1日から翌年3月31日までの1年といたします。
毎年6月
100株
3月31日および中間配当を行うときは9月30日。
定時株主総会の議決権の基準日については、3月31日といたします。その他必要があるときは、あらかじめ
公告いたします。
電子公告といたします。

【公告掲載ホームページアドレス】  https://www.jimoto-hd.co.jp/
ただし、やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、日本経済新聞、仙台市
において発行する河北新報および山形市において発行する山形新聞に掲載して行います。

東京都千代田区丸の内一丁目3番3号　みずほ信託銀行 株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目3番3号　みずほ信託銀行 株式会社　本店証券代行部

お問合せ先

証券会社等に口座をお持ちの場合 証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）

郵便物送付先

お取引の証券会社等になります。

〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4
　　　　　　　みずほ信託銀行 株式会社　証券代行部

電話お問合せ先 フリーダイヤル　0120 -288 - 324（土・日・祝日を除く 9：00 〜 17：00）

各種手続お取扱店
（住所変更、株式配当金
受取り方法の変更等）

みずほ信託銀行 本店および全国各支店
　　　　　　　　※ トラストラウンジではお取り扱いできませんので 

ご了承ください。

未払配当金のお支払

みずほ信託銀行（※）およびみずほ銀行の本店および全国各支店
（※）トラストラウンジではお取り扱いできませんのでご了承ください。

〈未払配当金のお支払に関するご注意〉
支払開始の日より満5年を経過してもお受け取りにならないときは、お支払できなくなりますので、お早目に 
お受け取りください。

ご注意
支払明細発行については、右の「特別口座
の場合」の郵便物送付先・電話お問合せ
先・各種手続お取扱店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買取・買増以外の株式売買はできま
せん。証券会社等に口座を開設し、株式の振替手続を行っていただく
必要があります。

2022年6月発行

 株式のご案内

 株式事務取扱場所

株主の皆様へ


